























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































＝=～〆デー ＝＝－戸二コ(ＩＴＪ 、 ＩｈｒＤ Ｏｈ１＝、（一
(a）「不快｣状態
（Ｎ＋ＤＪ
(b）「安静」状態
（Ｎ＋且）
(c）「集中」状態
（Ｎ＋Ｅ・）
(｡）「喜び」状態
（Ｎ＋Ｅｊ）
図６:作成した顔の表情
式(9)を適用し，求めた各感情のレベルを示す凡と，それぞれの感情での移動ベクトルをかけ合わせ，合
計したものを最終的な移動ベクトルとする（式(24))。
Ｅ＝Ｚ,Ｅｕ＋Ｚ２Ｅ７＋Ｚ３Ｅｃ＋Ｚ４Ｅｊ （24）
そしてＥを「平常」状態の顔の座標点Ｎに足し合わせる事により，実際に表情の変化を表現する。
４２実験用脳波取得
感性マトリクスの精度を確かめる為，サンプルと同じ状態で測定した脳波を用意する。被験者に，学習サ
ンプル取得時と同様に「不'快｣，｢安静｣，「集中」，「喜び」のいずれかの状態を作ってもらい，その時々の脳波
を取得する。脳波取得環境は学習サンプル取得時と同条件とする。
4.3実験結果
今回の実験の結果例を以下に示す。
今回実際に脳波を採取した２名のデータを基に感性マトリクスを作成し，学習サンプルとして２名の脳波
を平均したものを使用した。そして，未知サンプルとして，どちらか一方の脳波を使用した。
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結果は本来動画像であるが，紙面の都合上，特徴がよく現れている表情を抜粋した。
＝～￣て==
ｒｒＤ
｢不'快」状態での結果例
↑
〆-－＝￣、二二二＝＝胃
Ｗｐ DｎｒＤ「ﾊーリ =＞←
｢安静」状態での結果例｢喜び」状態での結果例 ｢平常」状態の顔
↓
ニニヘ一二-
lJWJ1
｢集中」状態での結果例
図７:脳波からの感情の可視化例
５まとめ
本研究は，脳波から感情の特徴を抽出し，各感情に対応した顔の表情を時間毎に変化させる事で感情を可
視化した。
「不'快」状態では，うまく「不快」の表情が表出されていた。今回の研究で「不快」状態を得るのに使用
した死体の写真は非常にインパクトがあり，「不快」状態を脳波に強く出したのではないかと考えられる。
一方,「安静」や「集中」などの状態は様々な表情があらわれており，はっきりと表出されていなかった。
今回は被験者に２０分間それぞれリラクゼーシヨンミュージックを聴かせたり，計算問題を解いてもらったり
したのだが,｢安静」や「集中」の状態を２０分もの間保っておくのは通常は困難であり，途中で雑念が入り脳
波が変化する事は避けられない。リラクゼーションミュージックを聴いている時のへツドホンの締め付によ
る不'快感や，計算問題を解いている時の苛立ちなどが脳波に反映されたとも考え得る。
そして，喜びの状態は，被験者が好むアニメーションのビデオを見てもらったが，アニメーションのビデ
オなどは，緊迫した状況や笑いの状況など，シーンによって多彩である。このため，本来得たい喜びの脳波
をうまく得る事ができなかったのではないかと考えられる。
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脳波の測定において，一定の感情を保ち測定する事が最も困難であった。まず根本的な問題として，頭部
装着式の電極の装着とＥゲルを注入しての脳波採取の際，常に「不`決」な感情が混ざっていた可能性がぬぐ
えない点である。また，何の感情制御の訓練も受けていない被験者からは，十分な有意差のある脳波が得難
いのかも知れない。
これらの問題は，被験者に不快感を与えない（例えば非接触式の）測定方法を用いたり，感情を自由にコ
ントロールする訓練を受けた被験者（例えば劇団員など）を採用するなどの解決法も考えられるが，現状で
はいずれも困難である。
脳波からの特徴抽出においては，保存した脳波データから，時間情報が失われてしまう事で抽出方法が制
限された。脳波データを専用のアプリケーションで保存する際，自動的にＦＦＴが施され，時間情報が失わ
れる。これにより，ＥＳＡＭそのものを用いる事が不可能となり，ＥＳＡＭの考え方を元にした少々異なった
方法で特徴抽出する事となった。保存データから，時間情報が失われてしまう問題に関しては，脳波計付属
のアプリケーションを用いず，独自のプログラムで保存する必要がある。
脳波の可視化結果の提示手段として，顔の表情変化を用いたが，表情によってはどの様な感情を示してい
るか分かりづらいものもある。今回の研究で示した「集中」の表情も分かりづらいとの評価を得た。「平常」
状態の表情を作成するのに７０人の男性の顔写真を平均したものを用いたが，それと同様に，各感情の表情
も実際の実際の顔写真から得たものにすれば説得力のある顔の表情が作成できるのではないだろうか。
以上に述べた問題点を解決すれば，新たなユーザインターフェースとして，脳波の変化を読み取りそれを
入力データとした脳波コントロールの装置への応用なども可能であり，将来的に有望で拡張,性に富んだ研究
分野であると考える。
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